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(54)【発明の名称】 超音波内視鏡の先端部

(57)【要約】
【課題】超音波プローブの表面に塗布したゼリー状充填
剤が検査時間が経過しても流出せず、良好な超音波断層
像を得ることができる超音波内視鏡の先端部を提供する
こと。
【解決手段】超音波プローブ３の外縁の一部又は全部に
沿って、土手状の突出壁２０を形成した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】超音波走査を行うための超音波プローブと
光学観察を行うための観察窓とが挿入部の先端に併設さ
れた超音波内視鏡の先端部において、
上記超音波プローブの外縁の一部又は全部に沿って、土
手状の突出壁を形成したことを特徴とする超音波内視鏡
の先端部。
【請求項２】上記超音波プローブがコンベックスタイプ
の超音波プローブであり、その超音波プローブの円弧状
の外縁に沿って上記突出壁が形成されている請求項１記
載の超音波内視鏡の先端部。
【請求項３】上記超音波プローブの円弧状外縁に沿う突
出壁が、両端部分から中間部分へ次第に突出量を減少さ
せて形成されている請求項２記載の超音波内視鏡の先端
部。
【請求項４】上記超音波プローブの後側に隣接して上記
観察窓が配置されていて、上記突出壁が、上記超音波プ
ローブの後側を除く外縁部全体に沿って形成されている
請求項１、２又は３記載の超音波内視鏡の先端部。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、光学観察をしな
がら気管支等に挿入されて体内の超音波断層像を得るた
めに用いられる超音波内視鏡の先端部に関する。
【０００２】
【従来の技術】超音波内視鏡の先端部には、一般に、超
音波走査を行うための超音波プローブと光学観察を行う
ための観察窓とが挿入部の先端に併設されている。
【０００３】超音波は空気中を伝搬し難い性質がある。
そこで、胃内に挿入される超音波内視鏡の場合には、超
音波プローブから粘膜面までの間に距離ができるので、
超音波プローブを囲むように設けたバルーンを脱気水で
膨らませて粘膜面に密着させている。
【０００４】また、気管支に挿入される超音波内視鏡の
場合は、超音波プローブを粘膜面に当接させて使用され
るので、超音波プローブの表面に例えばキシロカインゼ
リー等のようなゼリー状充填剤を塗布して、超音波プロ
ーブと粘膜面との間に空気層が介在しないようにしてい
る。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかし、超音波内視鏡
を気管支に挿入した状態で検査時間が経過すると、ゼリ
ー状充填剤が超音波プローブの表面から次第に流出して
粘膜面との間に空気ができ、鮮明な超音波断層像が得ら
れなくなる場合が少なくない。
【０００６】そこで本発明は、超音波プローブの表面に
塗布したゼリー状充填剤が検査時間が経過しても流出せ
ず、良好な超音波断層像を得ることができる超音波内視
鏡の先端部を提供することを目的とする。
【０００７】
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【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の超音波内視鏡の先端部は、超音波走査を行
うための超音波プローブと光学観察を行うための観察窓
とが挿入部の先端に併設された超音波内視鏡の先端部に
おいて、超音波プローブの外縁の一部又は全部に沿っ
て、土手状の突出壁を形成したものである。
【０００８】なお、超音波プローブがコンベックスタイ
プの超音波プローブであり、その超音波プローブの円弧
状の外縁に沿って突出壁が形成されていてもよく、その
場合、超音波プローブの円弧状外縁に沿う突出壁が、両
端部分から中間部分へ次第に突出量を減少させて形成さ
れていてもよい。
【０００９】また、超音波プローブの後側に隣接して観
察窓が配置されていて、突出壁が、超音波プローブの後
側を除く外縁部全体に沿って形成されていてもよい。
【００１０】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図２は、超音波内視鏡の先端部を示してお
り、遠隔操作によって屈曲する湾曲部１０が、可撓管状
の挿入部１の先端から５～１０ｃｍ程度の範囲に設けら
れている。
【００１１】湾曲部１０は、複数（例えば５～１５個程
度）の節輪１２を順にリベット１３で傾動自在に連結
し、上下一対の操作ワイヤ１４を、可撓性挿入部１の基
端に連結された操作部（図示せず）から選択的に牽引操
作することによって、任意の角度だけ屈曲させることが
できる。
【００１２】操作ワイヤ１４の先端が固着された金属製
リング１５は、先端部本体２の外周面に被嵌固定され、
湾曲部１０全体が、例えばゴムチューブ等からなる弾力
性外皮部材１１によって被覆されている。
【００１３】湾曲部１０の先端に連結された先端部本体
２の先側半部には、いわゆるコンベックスタイプの超音
波プローブ３が配置されており、側方から見て凸の例え
ば半径１０ｍｍ程度の円弧状部分に、多数の超音波発受
信素子が並んで配置されている。
【００１４】超音波プローブ３においてはセクタスキャ
ン（扇形走査）が行われ、例えば、先端部本体２の側方
を中心とする６０°の扇状の範囲に超音波信号が発受信
される（Ｕ＝６０°）。
【００１５】超音波プローブ３に入出力される信号を伝
送するために超音波プローブ３から後方に延出している
多数の信号線は、湾曲部１０を含む可撓性挿入部１内に
おいては一本に束ねられて信号ケーブル３０として挿通
配置されており、図示されていないモニタに超音波断層
像が表示される。
【００１６】超音波プローブ３の後側に隣接して先端部
本体２に形成された斜面には、処置具突出口６が、超音
波プローブ３の走査面上に処置具を突出させる向きに開
口配置されている。処置具突出口６には、可撓性挿入部
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１内に全長にわたって挿通配置された処置具挿通チャン
ネル６１が、接続管６２を介して連通接続されている。
【００１７】図３は、図２における矢視IIIによる、先
端部本体２の斜面を正面から見た図を示しており、処置
具突出口６が中央に開口形成され、その左右の一方の側
には、斜め前方を光学観察するための観察窓４が配置さ
れ、他方の側には、光学観察領域を照明する照明光を射
出するための照明窓５が配置されている。
【００１８】観察光軸は、先端部本体２の前方より例え
ば４５°～６０°程度斜め上方に向けて傾いて配置され
ており、超音波走査範囲を画面内に含む斜め前方が、図
示されていない接眼部において光学的に観察される。
【００１９】図１は、図２におけるＩ－Ｉ断面を示して
おり、円弧状をなす超音波プローブ３の左右両側の外縁
に沿って、先端部本体２から突出壁２０が突出形成され
ている。
【００２０】ただし、図２に示されるように、側方から
見たとき、突出壁２０の稜線は超音波プローブ３より大
きな曲率半径の円弧状に形成されていて、超音波プロー
ブ３の表面からの突出量が両端部分から中間部分へ次第
に小さくなるように形成されている。
【００２１】また、超音波プローブ３の先端部分の外縁
にも突出壁２０が先端部本体２から突出形成されてい
て、突出壁２０は超音波プローブ３の後側を除く外縁部
全体に設けられている。
【００２２】このように構成された超音波内視鏡の先端
部を気管支内に挿入して使用する際には、処置具突出口
６から超音波プローブ３の表面に突出させたゼリー供給
チューブ１００に手元側からキシロカインゼリー１０１
を送り込んで、超音波プローブ３と粘膜面２００との間
にキシロカインゼリー１０１を充填する。図２には、ゼ
リー供給チューブ１００が処置具突出口６まで引き戻さ
れた状態が示されている。 *
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*【００２３】このようにして、超音波プローブ３と粘膜
面２００との間に空気層が存在しない状態で、超音波プ
ローブ３から超音波を発受信して超音波断層像を得るこ
とができ、突出壁２０が超音波プローブ３の表面の周囲
を囲んでいることにより、キシロカインゼリー１０１が
超音波プローブ３の表面から流れ出し難く、時間が経過
しても超音波プローブ３と粘膜面２００との間に空気層
が存在しない状態が維持されて良好な超音波断像像を得
ることができる。
【００２４】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えば突出壁２０は少なくとも超音波プロ
ーブ３の外縁の一部に沿って設けられていれば、それに
応じて効果を発揮し、突出壁２０を超音波プローブ３の
外縁全体に沿って設けてもよい。
【００２５】
【発明の効果】本発明によれば、超音波プローブの外縁
の一部又は全部に沿って、土手状の突出壁を形成したこ
とにより、検査時間が経過しても超音波プローブの表面
に塗布したゼリー状充填剤が流出せず、良好な超音波断
層像を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の超音波内視鏡の先端部の図２
におけるＩ－Ｉ断面図である。
【図２】本発明の実施例の超音波内視鏡の先端部の側面
断面図である。
【図３】本発明の実施例の超音波内視鏡の先端部の図２
におけるIII矢視図である。
【符号の説明】
２  先端部本体
３  超音波プローブ
２０  突出壁
１０１  キシロカインゼリー（ゼリー状充填剤）
２００  粘膜面

【図２】
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